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　私はいわゆる町のテーラー（紳士服仕立業）の三代目でございます。祖父が浅草で生まれ、銀座赤坂でテーラーの修行をし、大正八年に淀橋区柏木の地に借家の形で、法人会「新宿税務署」の前、今で言う税務署通り（百町通り）で開業いたしました。

現在の北新宿三丁目の大久保通りに店舗を構えましたのは昭和二十二年の事でありまして、東京薬大の（日本独自の）学生服の指定業者という形でした。現在になりましては私は勿論の事、私の両親、職方とも健康で仕事に関わり、税務署の近くにアトリエと言う形になっております。曽祖父の代から（祖母、母は除きまして）江戸は大久保生まれとなっております。私自身は昭和二十七年に生まれ、大学卒業後、メンズファッション学院を卒業し、昭和五十四年に入社いたしまして技術と外商とで現在に至っております。

2007年（本年）で当店も創業八十八年になり、都内でも有数の古きテーラーとなりました。祖父の時代（大正）は西洋の注文服が少ない時代でした。注文服の中心としては軍服が主であり、民間人の背広は一部の方々のもので創業当時は大変苦労したとの話です。当時の大久保駅の周りにも軍人さんが多く住んでいた様で、昭和になり民間の産業も出てきて居住者も増えたとの事です。紳士服の注文仕立業も当然まだまだ欧米に、素材から始まり技術的にも遅れていました。当時の日本では英国流やドイツ式の職方は丁稚に入り、テーラー（縫製士）として技術を習得し、さらに独立する為に専属カッター（裁断士）として約十年の修行期間を設け、現在の日本のスピードからは考えられないほどに長い長い時間を費やしていたのです。（祖父の時代大正末期頃までホームページに詳しい説明が載っています）

紳士服の歴史そのものは（あまり好きではないのですが）軍服の進歩の歴史そのものです。一例としまして、日本で言うバーバリーコートは防水加工の綿（ギャバジン）が海軍に採用され、重宝されたのが始まりと聞いております。背広の形もフランス革命以降庶民の服として定着して、貴族の服からどんどんと簡略化され、現在の形に至りまして、永い間世界的に着用されています。

ペリー来航後の服装の驚きとミシンと言う機会の伝達で見よう見まねで明治から大正にかけ洋服が定着してまいりました。そして、昭和には民間人の注文服は多く取り入れられ、産業と共に進歩しました。その中で既製服と言うものが生まれ、既製のスーツは誕生したのです。ですが、この当時の既製品は「吊るし」と言われ、ハンガーに掛かっている、粗雑な縫製技術の事を指していました。戦後何も無い時代から産業を復興させていく中で繊維産業も発展し、当店もまた業界の組合と共に成長期を迎えました。

オイルショック以降は欧米から進んだ工業製作技術が日本にも入り、日本のものづくりはあらゆる物が既製品となり、消費文化が進みました。海外の高級ブランドから見ても日本は大切な収入源であり、東南アジアから見ても中級品の輸入大国であります。祖父の時代から考えても本当に速いスピードで変化しております。また、私自身が継いだ時代から考えても大きな変化でびっくりしています。

他国に目を向けても中国は2009年に北京オリンピック、2010年には上海万博と日本がオリンピックから発展して行った日本の道を辿っているようです。

近年はバブル経済から約十五年経過し、テーラー業は少し昔の形とは違ってきました。ファクトリーメイドが強くなり、当店でもアトリエの自家生産部分はかつての時代よりは少なくなりました。それでも、日本製品の仕立の良さを再確認する意味でも、三代続いてのお客様のご愛顧でも、ハンドメイドを希望される方はいらっしゃいます。

ショップは約十年前に新装オープンしまして、ホームページも開設いたしましたので若い方々からも御好評、御来店いただいております。若いテーラー界への仕事の流れでデザイナー、パタンナー、外商、技術の伝導と色々な方々も見えられます。

大きな流れとして、他の仕事と同じく、ハイテクではなくローテクの仕事へ誇りを持つようになっています。若い方々に多いようですが、私自身は良い流れと感じています。

次回は私の約三十年間のテーラーでのこぼれ話を次回書こうと思います。

（細かい事はホームページのブログの中で毎日更新しています。是非ご覧ください）

ホームページ　http://www.tailors1919.com

